
一
、
は
じ
め
に

「
北
海
道
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
蔵
（
伊
達
市
開
拓
記
念
館
旧

蔵
）
伊
達
家
文
庫
」（
以
下
、「
伊
達
家
文
庫
」
と
略
称
）
は
、
仙
台
藩
伊

達
家
一
門
二
席
、
亘
理
伊
達
邦
成
が
、
明
治
三
年
、
現
在
の
伊
達
市
地
域

（
旧
胆
振
国
有
珠
郡
）
に
多
く
の
家
臣
を
伴
っ
て
移
住
し
た
折
り
に
持
参

し
た
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
そ
の
郷
学
日
就
館
が
所
蔵
し
た
書
籍
、
記
録
文

書
か
ら
な
り
、
近
年
、
伊
達
家
か
ら
同
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
伊
達
家
文
庫
」
は
、
政
宗
公
書
状
、
忠
宗
公
書
状
を
は
じ
め
、
亘
理
伊

達
家
記
録
、
仙
台
藩
記
録
、
伊
達
日
誌
、
開
拓
関
係
公
文
書
な
ど
の
各
種

諸
記
録
、
多
岐
の
分
野
に
わ
た
る
国
書
及
び
漢
籍
、
準
漢
籍
な
ど
を
所
蔵

し
、
伊
達
家
一
門
で
あ
る
邑
主
が
営
ん
だ
領
地
経
営
か
ら
生
活
全
般
に
至

る
ま
で
、
就
中
、
家
臣
ら
を
含
め
た
彼
ら
武
士
た
ち
の
教
養
形
成
の
一
端

を
知
る
上
で
貴
重
な
古
文
書
や
書
籍
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。
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伊
達
邦
成
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
北
海
道
移
住
は
（
２
）

、
仙
台
藩
が
奥
羽
列
藩
同

盟
に
加
わ
り
、
官
軍
に
抵
抗
、
敗
北
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
責

任
を
問
わ
れ
た
仙
台
藩
は
、
石
高
が
六
十
二
万
石
か
ら
二
十
八
万
石
に
減

封
と
な
り
、
亘
理
伊
達
家
二
万
三
千
石
は
亘
理
、
宇
多
両
郡
の
領
地
を
没

収
、
一
三
〇
石
（
一
三
〇
俵
支
給
）
に
減
ら
さ
れ
た
上
、
そ
の
旧
領
地
に

は
盛
岡
藩
南
部
家
が
移
封
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。

千
三
百
余
の
家
臣
を
養
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
邑
主
伊
達
邦
成

は
、
明
治
二
年
八
月
、
家
老
田
村
顕
允
の
献
策
を
容
れ
て
主
従
に
よ
る
北

海
道
移
住
を
明
治
政
府
に
請
願
し
た
。
当
時
、
政
府
に
於
い
て
も
諸
藩
や

寺
院
な
ど
に
よ
る
北
海
道
分
割
統
治
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
亘
理
伊
達
家

の
請
願
は
そ
れ
に
応
ず
る
形
で
承
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
翌
三
年
三
月
伊

達
邦
成
に
率
い
ら
れ
た
第
一
回
移
住
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
以
後
、
明
治
十

四
年
に
至
る
ま
で
九
回
に
お
よ
ぶ
旧
家
臣
や
領
民
た
ち
の
移
住
が
続
い
た

の
で
あ
る
。

小
論
は
、
右
の
如
き
経
緯
を
有
す
る
「
伊
達
家
文
庫
」
に
つ
い
て
若
干

〔
資
料
紹
介
〕

仙
台
藩
亘
理
伊
達
家
の
蔵
書
と
郷
学
日
就
館

山
　
邊
　
　
　
進
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の
紹
介
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
せ
て
亘
理
伊

達
家
が
設
立
し
た
郷
学
日
就
館
の
学
問
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

二
、
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
郷
学
日
就
館
旧
蔵
の
書
籍
に
つ
い
て

亘
理
伊
達
家
お
よ
び
郷
学
日
就
館
が
旧
蔵
し
た
書
籍
は
（
３
）

、
北
海
道
移
住

に
前
後
す
る
明
治
二
年
の
足
利
学
校
へ
の
書
籍
献
納
、
時
期
・
宛
先
が
不

明
な
書
籍
献
納
一
件
に
よ
っ
て
分
散
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
献
納
を
免
れ
た

書
籍
が
江
戸
初
期
以
来
の
古
文
書
等
の
諸
史
料
や
明
治
以
降
に
収
集
さ
れ

た
書
籍
と
と
も
に
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
に
「
伊
達
家
文
庫
」
と
し

て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
に
於
い
て
、
二
回
に
わ
た
る
書
籍
献
納
お
よ
び
「
伊
達
家

文
庫
」
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

（
一
）
足
利
学
校
へ
の
献
納
書
籍

幕
末
維
新
の
激
動
期
の
な
か
、
そ
の
存
在
意
義
に
対
す
る
疑
念
さ
え
生

じ
始
め
て
い
た
足
利
学
校
は
、
経
営
的
に
も
創
建
以
来
の
最
大
の
危
機
的

状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
足
利
学
校
復
興
を
志
し
た
足
利
藩
主
戸
田

忠
行
は
左
大
臣
近
衛
忠
房
に
働
き
か
け
、
慶
応
三
年
、
忠
房
は
古
く
か
ら

の
姻
戚
関
係
に
あ
る
仙
台
藩
主
伊
達
慶
邦
に
学
田
五
百
石
の
援
助
を
行
わ

せ
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
事
態
は
急
転
し
、
奥

羽
列
藩
同
盟
の
盟
主
で
あ
っ
た
仙
台
藩
は
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
、
近
衛
忠

房
の
左
大
臣
辞
任
も
加
わ
り
、
仙
台
藩
に
よ
る
足
利
学
校
援
助
の
計
画
は

頓
挫
し
た
（
４
）

。
右
の
如
き
経
過
の
の
ち
、
明
治
二
年
三
月
、
亘
理
伊
達
藤
五

郎
邦
成
が
そ
の
郷
学
日
就
館
の
蔵
書
の
寄
贈
を
申
し
出
た
の
で
あ
る
。
そ

の
折
の
書
状（「
伊
達
家
一
門
伊
達
藤
五
郎
よ
り
学
校
ヘ
書
籍
獻
納
一
条
」）

が
以
下
の
も
の
で
あ
る
（
５
）

。

今
般
、
王
政
御
維
新
ニ
付
、
古
代
御
隆
建
之
足
利
學
校
所
大
ニ
再
興
之

聖
勅
客
歳
よ
り
貴
藩
御
委
任
被
爲
蒙
仰
候
由
、
天
下
之
美
業
ト
奉
欣
勤

感
嘆
候
、私
儀
元
陸
奥
国
亘
理
宇
多
両
郡
宗
家
よ
り
分
配
領
地
罷
在
候
、

采
邑
館
下
ニ
矮
小
之
學
習
所
相
構
、
竊
ニ
日
就
館
と
名
号
仕
、
年
來
上

下
文
武
之
教
育
仕
置
候
処
、
此
度
右
地
所
他
藩
御
扱
ニ
罷
成
候
事
ニ
候

得
共
、
爾
來
右
學
習
所
ニ
而

教
授
可
申
様
無
之
段
ニ
罷
成
候
、
依
之
奉

願
候
儀
者

右
日
就
館
江

旧
来
相
備
置
候
藏
書
籍
風
雨
虫
鼠
ニ
損
敗
仕
候

儀
者

痛
措
之
次
第
御
座
候
間
、
今
般
奉
之
御
儀
御
座
候
条
、
藏
出
之
内

別
紙
調
書
之
通
些
少
獻
納
仕
、
弘
ク
天
下
之
衆
庶
御
教
諭
万
分
之
一
ニ

も
罷
成
候
様
被
成
下
候
ハ
ハ
、
聊
祖
先
之
遺
訓
ニ
も
相
協
候
儀
と
冥
加

至
極
奉
存
候
、
何
卒
微
衷
之
程
御
許
察
、
願
趣
呈
御
採
用
被
成
下
度
奉

願
候
、

誠
恐
誠
惶
鳶
首
謹
言

伊
達
亀
三
郎
一
門

伊
達
藤
五
郎



明
治
二
年
三
月

戸
田
長
門
守
様
御
中

（
用
紙
奉
書
二
ツ
折
ニ

而

）

書
目

一
　
廿
一
史
　
　
　
唐
本
　
　
　

史
記
　
前
漢
書
　
後
漢
書

三
国
史
　
晋
書
　
宋
書

南
齊
書
　
梁
書
　
陳
書

魏
書
　
北
齊
書
　
周
書

隋
書
　
南
史
　
北
史

唐
書
　
五
代
史
　
宋
史

遼
史
　
金
史
　
元
史

右
全
部

一
　
資
治
通
鑑
　
唐
本
　
全
部

一
　
貞
観
政
要
　
　
　
　
全
部

一
　
唐
鑑
　
　
　
　
　
　
全
部

一
　
名
臣
言
行
録
　
　
　
同

一
　
伊
洛
淵
源
録
　
　
　
同

一
　
欽
定
四
經
　
唐
本
　
同

一
　
三
禮
義
疏
　
唐
本
　
同

一
　
汪
武
曹
大
全
　
　
　
同
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一
　
周
張
全
書
　
　
　
　
同

一
　
二
程
全
書
　
　
　
　
同

一
　
朱
子
文
集
　
　
　
　
同

一
　
朱
子
語
類
　
　
　
　
同

一
　
大
學
衍
義
　
　
　
　
同

以
上
総
計マ

マ

右
の
書
状
に
拠
れ
ば
、
書
籍
献
納
に
至
る
直
接
の
動
機
は
「
年
來
上
下

文
武
の
教
育
仕
置
候
処
、此
度
右
地
所
他
藩
御
扱
に
罷
成
候
事
に
候
得
共
、

爾
來
右
學
習
所
に
て
教
授
可
申
様
無
之
段
に
罷
成
候
」
と
あ
る
如
く
、
亘

理
伊
達
家
の
領
地
が
仙
台
藩
の
削
封
に
伴
っ
て
没
収
さ
れ
、
そ
の
旧
領
に

盛
岡
藩
南
部
家
が
転
封
し
て
く
る
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
南
部
家
転
封

に
よ
り
日
就
館
を
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
蔵
書
の
一
部
を
献

納
し
た
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
書
籍
献
納
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
す

で
に
指
摘
が
あ
る
如
く
（
６
）

、
上
述
の
仙
台
藩
へ
の
近
衛
忠
房
か
ら
の
援
助
要

請
と
そ
の
失
敗
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、

直
接
の
動
機
は
あ
く
ま
で
も
南
部
家
転
封
に
よ
る
領
地
没
収
に
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
よ
り
、
こ
の
書
籍
献
納
と
北
海
道
移
住
を
結
び
付
け

て
考
え
る
指
摘
が
先
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
（
７
）

。
す
な
わ
ち
、
結
城
陸

郎
が
、

そ
の
契
機
は
、
一
に
宗
家
伊
達
慶
邦
の
足
利
学
校
援
助
が
不
成
功
と
な

っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
慶
邦
の
偏
諱
を
受
け
て
邦
成
と
称
し
た
如
く
親
密
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で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
最
大
直
接
的
契
機
は
明
治
二
年
、
政
府
の

蝦
夷
地
開
拓
方
針
に
応
じ
て
、
家
臣
田
村
顕
允
と
謀
り
、
旧
臣
八
千
人
、

一
三
六
二
戸
と
と
も
に
蝦
夷
地
胆
振
国
有
珠
郡
（
現
伊
達
市
）
に
移
居

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

と
言
う
如
く
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
邦
成
ら
の
北
海
道
移
住
を
「
最
大
直

接
的
契
機
」
と
し
て
書
籍
献
納
が
行
わ
れ
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
し
か

し
、
い
ま
一
度
、
明
治
二
年
三
月
と
い
う
時
期
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、

北
海
道
移
住
を
「
最
大
直
接
的
契
機
」
と
し
て
考
え
る
こ
と
に
は
些
か
の

疑
念
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時
期
、
ま
だ
北
海
道
移
住
の
内
願
書
は

提
出
し
て
お
ら
ず
、
同
年
八
月
、
太
政
官
へ
の
提
出
に
至
る
ま
で
の
間
、

藩
内
に
は
移
住
は
宗
藩
に
忠
義
を
欠
く
と
い
っ
た
議
論
が
あ
り
、
移
住
に

奔
走
し
た
家
老
田
村
顕
允
が
宗
藩
か
ら
猜
疑
を
受
け
る
な
ど
、
北
海
道
移

住
に
つ
い
て
は
な
お
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
。
斯
く
の
如
き
先
行
き
の
見
え

な
い
不
安
定
な
状
況
の
も
と
で
、
北
海
道
移
住
を
前
提
と
し
て
書
籍
献
納

を
先
行
さ
せ
る
形
で
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
（
８
）

。

邦
成
が
献
納
願
を
提
出
し
た
時
期
を
前
後
し
て
、
同
年
一
月
に
は
伊

具
・
亘
理
・
宇
多
三
郡
の
農
民
代
表
に
よ
っ
て
明
治
政
府
に
従
来
通
り
の

伊
達
支
配
を
求
め
る
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
三
月
に

は
佐
幕
派
の
仙
台
藩
士
が
諸
藩
の
浪
人
を
集
め
て
騒
動
を
起
こ
す
事
件
が

生
じ
、
邦
成
が
み
ず
か
ら
鎮
圧
に
出
向
い
て
い
る
。
加
え
て
、
上
引
の
献

納
書
状
に
「
此
度
右
地
所
他
藩
御
扱
に
罷
成
候
事
に
候
得
共
、
爾
來
右
學

習
所
に
て
教
授
可
申
様
無
之
段
に
罷
成
候
」
と
あ
る
如
く
、
南
部
家
の
転

封
を
受
け
入
れ
、
か
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
「
學
習
所
」
を
閉
鎖
す
る
旨
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
献
納
願
の
提
出
は
、
邦
成
が
宗

家
伊
達
亀
三
郎
宗
基
の
後
見
人
と
し
て
未
だ
政
情
が
定
ま
ら
な
い
仙
台
藩

の
現
況
を
顧
み
て
、
い
ま
一
度
明
治
政
府
に
対
し
て
一
門
を
代
表
し
て
恭

順
の
意
を
示
す
た
め
の
行
動
と
理
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
献

納
さ
れ
た
書
籍
が
唐
本
を
含
む
大
部
の
史
書
や
経
書
と
い
う
伊
達
家
お
よ

び
日
就
館
蔵
書
を
構
成
す
る
上
で
基
本
的
か
つ
根
幹
的
な
書
籍
が
中
心
で

あ
る
こ
と
も
、
政
府
の
方
針
を
受
け
入
れ
て
日
就
館
を
閉
鎖
し
旧
領
を
離

れ
る
邦
成
の
決
心
を
示
す
に
は
当
然
の
選
択
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

足
利
学
校
へ
献
納
さ
れ
た
書
籍
は
、
右
の
書
状
に
添
え
ら
れ
た
「
書
目
」

に
よ
れ
ば
、
唐
本
を
含
む
十
四
部
で
あ
る
。
実
際
の
献
納
は
明
治
二
年
六

月
十
八
日
、伊
達
藤
五
郎
家
老
常
盤
新
九
郎（
の
ち
に
田
村
顕
允
と
改
名
）、

萱
場
源
之
助
に
よ
っ
て
足
利
学
校
へ
持
参
さ
れ
た
。
そ
の
折
り
の
「
調
」

が
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

調

一
　
二
十
一
史
　
　
　
四
箱

但
冊
員
三
百
九
十
八
冊

一
　
四
書
大
全
　
　
　
壱
箱

但
冊
員
四
十
八
冊

一
　
朱
子
語
類
大
全

但
冊
員
四
十
六
冊



一
　
朱
子
文
集
　
　
　
壱
箱

但
冊
員
八
拾
冊

一
　
禮
記
彙
纂

一
　
周
禮
彙
纂
　
　
　
壱
箱

一
　
儀
禮
彙
纂

但
冊
員
百
二
十
八
冊

一
　
大
學
衍
義

一
　
伊
洛
淵
源
録

一
　
周
子
全
書

一
　
張
子
全
書

一
　
二
程
全
書

但
冊
員
五
十
八
冊

一
　
名
臣
言
行
録

一
　
唐
鑑
音
註
　
　
　
一
箱

一
　
貞
観
政
要

但
三
十
七
冊

一
　
資
治
通
鑑
　
　
　
一
箱

但
冊
員
百
廿
八
冊

一
　
周
易
折
中

一
　
詩
經
傳
記
彙
纂

一
　
書
經
同
　
　
　
　
一
箱

一
　
春
秋
同
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但
五
十
冊

総
箱
員
　
壱
弐

以
上

明
治
二
年
六
月

伊
達
藤
五
郎
家
老

常
盤
新
九
郎

萓
場
源
之
助

こ
れ
ら
の
献
納
書
籍
の
う
ち
、
現
在
、
足
利
学
校
に
は
『
資
治
通
鑑
』

『
大
学
衍
義
』『
周
子
全
書
』
を
除
く
十
五
部
八
百
三
十
九
冊
の
書
籍
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
、『
三
禮
義
疏
』『
欽
定
四
經
』

『（
増
訂
）
四
書
大
全
』
に
は
朱
印
「
亘
理
郷
／
學
日
就
／
舘
文
庫
」、『
鼇

頭
新
増
四
書
大
全
』
に
は
朱
印
「
日
就
舘
／
藏
書
記
」、『
十
七
史
』（「
献

納
目
録
」
で
は
『
廿
一
史
』）
に
は
朱
印
「
亘
理
郷
／
學
日
就
／
舘
文
庫
」

「

御
文
書
」（

は
伊
達
家
家
紋
三
引
両
）、『（
立
齋
先
生
標
題
解
註
音

釋
）
十
八
史
略
』
に
は
朱
印
「
日
就
舘
／
藏
書
記
」、
他
朱
印
墨
印
三
種
、

『（
東
忠
先
生
音
註
）
東
鑑
』
に
は
朱
印
「
亘
理
郷
／
學
日
就
／
舘
文
庫
」、

朱
印
「
伊
達
／
邦
成
之
章
」
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
十
七
史
』
は
、「
献
納
目
録
」
に
は
『
宋
史
』『
遼
史
』『
金
史
』

『
元
史
』
を
含
む
『
廿
一
史
』
と
あ
る
が
、
現
存
は
『
十
七
史
』（
明
毛
晉

編
　
明
崇
禎
元
年
至
十
七
年
刊
、
汲
古
閣
、
清
順
治
修
、
清
補
）
に
『
弘

簡
録
』『
續
弘
簡
録
元
史
類
編
』
が
付
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
、『
資
治
通
鑑
』『
大
学
衍
義
』『
周
子
全
書
』
に
つ
い
て
は
、
明

治
五
年
調
査
時
に
は
所
蔵
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
栃
木
県
保
管
中
に

散
逸
し
た
ら
し
い
（
９
）

。

（
二
）
宛
先
不
明
の
書
籍
献
納

家
老
田
村
顕
允
に
関
わ
る
「
田
村
家
文
書
」
に
は
、
左
記
の
如
き
和
書

を
含
む
三
十
四
部
の
「
献
納
書
籍
目
録
」
が
存
在
す
る
（
10
）

。

一
　
　
四
書
鈔
説
（
闕
）

二
　
　
四
書
摘
疏
（
闕
）

三
　
　
書
經
集
傳

四
　
　
禮
記
集
注

五
　
　
禮
記
集
説
（
闕
）

六
　
　
小
學
句
讀

七
　
　
小
學
纂
註
（
闕
）

八
　
　
五
經
（
闕
）

九
　
　
近
思
録
（
闕
）

十
　
　
大
学
衍
義
（
闕
）

十
一
　
大
學
摘
疏

十
二
　
論
語
摘
疏

十
三
　
四
書
蒙
引

十
四
　
小
學
示
蒙
句
解
（
闕
）

十
五
　
　
大
日
本
史
（
闕
）

十
六
　
　

國
史
略
（
闕
）

十
七
　
　
二
十
二
史
剳
記

十
八
　
　
後
漢
書

十
九
　
　

小
本
十
八
史
略

二
十
　
　
日
本
王
代
一
覽
（
闕
）

二
十
一
　
本
朝
通
鑑
（
闕
）

二
十
二
　
泰
西
史
鑑
（
闕
）

二
十
三
　
資
治
通
鑑
綱
目

二
十
四
　
太
平
記
綱
目

二
十
五
　
史
記
評
林
（
闕
）

二
十
六
　

十
八
史
略

二
十
七
　
元
明
史
略
（
闕
）

二
十
八
　
貞
観
政
要
（
闕
）

二
十
九
　
日
本
外
史
（
闕
）

三
十
　
　
皇
朝
史
略
（
闕
）

三
十
一
　
清
鑑
易
知
録

三
十
二
　
續
皇
朝
史
略

二
十
五
　
通
鑑

要

二
十
六
　
漢
書
評
林

こ
の
「
献
納
書
目
録
」
に
つ
い
て
は
そ
の
経
過
を
詳
ら
か
に
し
が
た
い

大本 小本 大小



が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
明
治
四
年
の
暮
れ
に
伊
達
邦
成
が
所
持
し
て
い
た

兵
器
と
と
も
に
開
拓
史
に
献
納
し
た
書
籍
の
目
録
か
と
推
測
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
第
三
回
移
住
が
行
わ
れ
た
明
治
四
年
は
農
具
な
ど
を
運
ん
だ
帆

船
の
到
着
が
遅
れ
た
た
め
、
耕
作
期
に
狂
い
が
生
じ
て
し
ま
い
、
さ
ら
に

夏
秋
と
凶
作
が
続
く
自
体
と
な
っ
た
。
榎
本
守
恵
に
よ
れ
ば
（
11
）

、
邦
成
は
札

幌
の
開
拓
史
に
嘆
願
し
て
米
百
石
を
借
り
て
急
場
を
凌
い
だ
が
、
暮
れ
に

は
再
び
開
拓
史
に
嘆
願
し
て
、
岩
村
通
俊
判
官
の
好
意
で
五
百
両
、
函
館

備
米
の
一
時
繰
り
替
え
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え

る
た
め
に
書
籍
・
兵
器
の
献
納
願
が
提
出
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
榎

本
が
如
何
な
る
史
料
に
よ
っ
て
書
籍
・
兵
器
の
献
納
願
が
あ
っ
た
と
す
る

か
は
未
だ
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
北
海
道
移
住
後
の
書
籍
献
納
は
管
見

の
及
ぶ
範
囲
で
は
こ
の
一
件
の
み
で
あ
る
。
献
納
さ
れ
た
書
籍
に
つ
い
て

は
、そ
の
経
緯
や
現
在
の
所
蔵
が
確
認
で
き
な
い
た
め
言
及
を
控
え
る
が
、

『
四
書
摘
疏
』
な
ど
仙
台
崎
門
学
派
の
桜
田
虎
門
の
著
作
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
三
）
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
蔵
書
籍

「
北
海
道
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
蔵
（
伊
達
市
開
拓
記
念
館
旧

蔵
）
伊
達
家
文
庫
」
に
つ
い
て
は
、
伊
達
市
教
育
委
員
会
『
伊
達
市
開
拓

記
念
館
所
蔵
　
伊
達
家
文
庫
目
録
』（
以
下
、『
伊
達
家
文
庫
目
録
』
と
略

称
）
が
寄
贈
目
録
と
し
て
そ
の
全
容
を
示
し
て
い
る
。
ま
だ
詳
細
な
書
籍

整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
、
正
確
な
書
籍
数
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
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が
、
そ
の
う
ち
日
本
漢
文
に
関
わ
る
書
籍
は
百
四
十
三
部
で
あ
る
（
12
）

。

い
ま
、
百
四
十
三
部
の
書
籍
の
う
ち
、
江
戸
儒
学
書
に
限
っ
て
述
べ
れ

ば
、
明
治
初
年
の
北
海
道
移
住
と
い
う
過
酷
な
環
境
も
あ
り
、
そ
の
大
部

分
に
闕
本
が
あ
り
、
書
籍
の
状
態
も
よ
く
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
書
誌
学
の

研
究
対
象
と
は
な
り
に
く
く
、い
ま
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、「
伊
達
家
文
庫
」
が
所
蔵
す
る
江
戸
儒
学
書
の
特
色
を
挙

げ
れ
ば
、
山
崎
闇
斎
を
筆
頭
に
崎
門
学
派
の
著
述
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
山
崎
闇
斎
の
校
刻
訓
点
本
・
表
章
書
・
編
次
書
に
つ
い
て
は

以
下
の
如
く
で
あ
る
（
13
）

。

一
、
易
學
啓
蒙
　
四
巻
（
闕
）

二
、
孝
經
刊
誤
　
一
巻

三
、
四
書
　
十
四
冊
（
闕
）

四
、
近
思
録
　
十
四
巻
（
闕
）

五
、
小
學
本
註
　
二
巻
　
　
　
　
　
六
、
敬
齋
箴

七
、
大
家
商
量
集
　
（
存
下
巻
）

ま
た
、
崎
門
学
派
の
講
義
聞
書
、
筆
記
類
と
し
て
は
、

一
、
絅
斎
先
生
近
思
録
講
義
　
浅
見
絅
斎
　
日
就
館
旧
蔵
写
本
　
四
冊
　

二
、（
周
）
易
本
義
講
義
　
三
宅
尚
斎
　
写
本
　
一
冊

三
、
易
本
義
大
綱
　
三
宅
尚
斎
　
写
本
　
二
冊

四
、
尚
斎
先
生
論
語
筆
記
　
三
宅
尚
斎
　
写
本
　
一
冊

五
、
象
傳
續
筆
記
　
三
宅
尚
斎
　
写
本
　
一
冊
　
享
保
十
八
年
起
筆

六
、

藏
録
　
佐
藤
直
方
　
写
本
　
宝
暦
二
年
序
　
十
六
巻
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う
ち
巻
十
一
・
十
二
闕

七
、
講
學
鞭
策
録
　
佐
藤
直
方
　
写
本
　
一
冊

八
、
大
學
經
文
師
説
　
若
林
強
斎
　
写
本
　
一
冊

が
あ
る
。

右
の
講
義
聞
書
、
筆
記
類
の
う
ち
『
易
本
義
大
綱
』
は
、『
伊
達
家
文

庫
目
録
』
は
山
崎
闇
斎
の
著
述
と
す
る
が
、
蓬
左
文
庫
や
大
阪
天
満
宮
御

文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
三
宅
尚
斎
『
易
本
義
筆
記
』
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

『
象
傳
續
筆
記
』
は
『
伊
達
家
文
庫
目
録
』
は
『
象
傳
續
算
記
』
と
し
て

山
崎
闇
斎
の
講
義
録
と
す
る
が
、
や
は
り
蓬
左
文
庫
や
大
阪
天
満
宮
御
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
る
三
宅
尚
斎
『
易
経
本
義
續
筆
記
』
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
書
籍
の
う
ち
、
講
義
聞
書
、
筆
記
類
は
写
本
に
よ
っ
て
の
み
現

在
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
本
文
校
訂
を
行
う
際
の
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

崎
門
学
派
の
道
統
を
受
け
る
仙
台
藩
儒
の
も
の
と
し
て
は
、
ま
ず
、
以

下
の
如
き
遊
佐
木
斎
、
佐
久
間
洞
巌
、
桑
名
黙
斎
の
講
義
聞
書
が
あ
る
（
14
）

。

一
、
木
斎
先
生
講
筵
中
和
集
説
講
義
　
一
冊
　
写
本

二
、
木
斎
先
生
説
近
思
録
（
政
事
　
巻
十
存
）

一
冊
　
写
本

三
、
気
質
本
然
性
辨
　
佐
久
間
洞
巌
　
一
冊
　
写
本

四
、
小
學
講
義
　
桑
名
黙
斎
　
一
冊
　
写
本

遊
佐
木
斎
（
一
六
五
八
〜
一
七
三
四
）
は
、
名
は
好
生
、
仙
台
の
人
で

闇
斎
の
門
に
学
ん
だ
の
ち
に
仙
台
藩
の
儒
員
と
な
り
、
仙
台
藩
に
於
け
る

崎
門
学
派
、
垂
加
神
道
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
闇
斎
の
講

義
「
本
然
気
質
性
講
説
」
の
筆
録
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
右
の

『
木
斎
先
生
講
筵
中
和
集
説
講
義
』
は
元
禄
十
年
六
月
十
九
日
に
為
誠
斎

が
筆
録
し
た
講
義
聞
書
で
あ
り
、『
木
斎
先
生
説
近
思
録
』
と
と
も
に

「
伊
達
家
文
庫
」
の
み
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
木
斎
の
講
義
聞
書
で
あ
る
。

佐
久
間
洞
巌
（
一
六
五
三
〜
一
七
三
六
）
は
、
名
は
義
和
、
仙
台
の
人

で
、
遊
佐
木
斎
に
師
事
し
て
木
斎
門
下
の
俊
英
と
称
さ
れ
る
。
そ
の
学
問

の
中
心
は
史
学
に
あ
り
、
そ
の
主
著
に
『
奥
羽
觀
蹟
聞
老
志
』
が
あ
る
。

『
気
質
本
然
性
辨
』
は
『
伊
達
文
庫
目
録
』
で
は
山
崎
闇
斎
述
と
あ
る
が

誤
り
で
あ
る
。
本
書
は
佐
久
間
洞
巌
が
師
の
遊
佐
木
斎
の
説
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
元
禄
八
年
七
月
に
ま
と
め
た
も
の
を
当
時

江
戸
に
滞
在
中
の
木
斎
に
添
削
を
乞
い
、
十
月
に
改
め
て
清
書
し
て
家
蔵

し
た
も
の
で
あ
る
。洞
巌
自
筆
本
が
宮
城
県
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、

本
書
は
誰
か
が
そ
れ
を
再
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

桑
名
黙
斎
（
一
六
五
二
〜
一
七
二
一
）
は
、
名
は
養
節
、
京
都
の
人
で
、

仙
台
藩
に
仕
え
た
後
に
木
斎
の
勧
誘
に
よ
り
闇
斎
に
学
び
、
そ
の
臨
終
に

侍
し
た
。
垂
加
神
道
の
継
承
者
と
し
て
著
名
で
あ
る
。『
小
學
講
義
』
の

奥
書
に
よ
れ
ば
、
黙
斎
の
弟
子
で
あ
る
内
蔵
景
明
が
寛
保
三
年
に
筆
録
し

た
講
義
録
を
亘
理
伊
達
家
家
臣
山
村
内
蔵
之
進
成
実
が
筆
写
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。



つ
い
で
、
時
代
は
下
る
が
、
や
は
り
崎
門
学
派
の
道
統
を
継
ぐ
桜
田
虎

門
の
以
下
の
如
き
著
作
お
よ
び
講
義
稿
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
虎
門
の
著
作

の
所
蔵
は
後
述
の
如
く
「
伊
達
家
文
庫
」
の
大
き
な
特
徴
と
言
う
こ
と
が

で
き
る
。

一
、
大
學
摘
疏
　
　
　
教
學
書
院
板
　
日
就
館
旧
蔵
書
本
　
下
巻
存

二
、
中
庸
摘
疏
　
　
　
日
就
館
旧
蔵
写
本

三
、
論
語
摘
疏
　
　
　
村
山
元
孝
書
写
本
　
天
保
四
年
〜
同
七
年
書
写

巻
六
・
巻
十
五
〜
二
十
存

日
就
館
旧
蔵
写
本
　
巻
三
・
六
闕

四
、
孟
子
摘
疏
　
　
　
日
就
館
旧
蔵
写
本
　
巻
二
闕（

以
上
、
四
書
摘
疏
）

五
、
近
思
録
摘
疏
　
　
写
本
　
巻
二
闕

六
、「
曾
子
曰
士
不
可
以
弘
毅
章
」（「
寛
政
十
二
年
庚
申
秋
七
月
質
年

二
十
七
在
虎
門
」）

七
、「
回
也
其
庶
乎
章
」（「
寛
政
十
二
年
庚
申
秋
八
月
九
日
　
質
年
二

七
」）

「
四
子
言
志
章
」（「
寛
政
十
二
年
庚
申
秋
七
月
　
質
二
十
七
　
在

虎
門
」）

「
顔
淵
問
仁
章
」（「
寛
政
十
二
年
庚
申
秋
八
月
既
望
　
起
稿
」）

「
顔
淵
曰
請
問
其
目
章
」（「
丙
寅
〈
文
化
三
年
〉
四
月
　
再
考
」）

「
仲
弓
問
仁
章
」（「
寛
政
十
二
年
庚
申
冬
十
月
望
日
　
麹
溪
書
院
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質
年
二
十
七
）

桜
田
虎
門
（
一
七
七
四
〜
一
八
三
九
）
は
、
名
は
景
質
、
欽
斎
と
も
号

す
。
仙
台
の
人
で
、
は
じ
め
志
村
東
嶼
に
学
び
、
の
ち
に
江
戸
に
出
て
山

崎
闇
斎
、
三
宅
尚
斎
の
流
れ
を
汲
む
服
部
栗
斎
の
門
に
入
り
、
崎
門
学
派

の
道
統
を
受
け
た
。
栗
斎
が
営
む
学
塾
麹
溪
書
院
の
助
教
と
な
る
が
、
や

が
て
藤
堂
侯
に
招
か
れ
江
戸
虎
ノ
門
の
藤
堂
家
の
藩
邸
で
そ
の
嗣
子
や
家

臣
に
教
授
を
行
っ
た
。
寛
政
十
年
の
長
崎
遊
学
を
経
て
、
文
化
四
年
仙
台

藩
儒
員
、
同
七
年
江
戸
藩
邸
に
順
造
館
設
立
を
求
め
て
叶
い
、
そ
の
督
学

に
就
い
た
。
そ
の
の
ち
に
仙
台
に
戻
り
、
養
賢
堂
教
授
と
な
る
も
、
大
槻

平
泉
と
学
制
改
革
を
巡
っ
て
対
立
、
そ
の
職
を
辞
し
て
い
る
。
詳
細
は
次

節
に
譲
る
が
、
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
郷
学
日
就
館
と
も
縁
の
深
い
人
物
で

あ
る
。

右
の
『
大
學
摘
疏
』『
中
庸
摘
疏
』『
論
語
摘
疏
』『
孟
子
摘
疏
』
は
合

わ
せ
て
『
四
書
摘
疏
』
と
も
別
称
さ
れ
る
が
、
刊
本
は
『
大
學
摘
疏
』
し

か
な
く
、
他
三
書
は
写
本
で
の
み
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、『
孟
子

摘
疏
』
は
伝
本
が
少
な
い
ら
し
く
、
管
見
の
及
ぶ
範
囲
で
は
、
現
在
、

「
伊
達
家
文
庫
」
所
蔵
本
が
巻
二
を
闕
く
も
の
の
、
そ
の
所
蔵
を
確
認
で

き
る
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

「
曾
子
曰
士
不
可
以
弘
毅
章
」
は
、「
欽
齋
藏
図
書
印
」
の
朱
印
が
あ
り
、

虎
門
自
筆
の
講
案
で
あ
る
。
巻
末
に
「
寛
政
十
二
年
庚
申
秋
七
月
質
年
二

十
七
在
虎
門
」
と
記
し
て
あ
り
、「
鼓
缶
子
年
譜
」
に
拠
れ
ば
（
15
）

、
虎
門
が
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二
十
七
歳
で
虎
ノ
門
の
藤
堂
邸
内
に
居
住
し
て
そ
の
嗣
子
や
家
臣
た
ち
に

講
義
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
講
案
で
あ
る
。

「
回
也
其
庶
乎
章
」
ほ
か
四
章
か
ら
な
る
一
巻
も
講
案
で
あ
る
が
、
虎

門
の
筆
と
は
異
な
り
、
誰
か
が
浄
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う

ち
、
寛
政
十
二
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
の
三
章
は
「
曾
子
曰
士
不
可

以
弘
毅
章
」
と
同
じ
く
、
藤
堂
邸
で
行
わ
れ
た
講
義
で
あ
り
、
同
年
十
月

の
一
章
は
麹
溪
書
院
で
行
わ
れ
た
講
義
で
あ
る
。「〈
文
化
三
年
〉
丙
寅
四

月
　
再
考
」
の
記
述
が
あ
る
一
章
の
み
時
代
が
遅
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
後

年
に
な
っ
て
か
ら
の
訂
正
稿
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
『
論
語
』

講
義
は
の
ち
に
『
論
語
難
章
講
義
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
写
本
と
し
て

宮
城
県
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

亘
理
伊
達
家
お
よ
び
日
就
館
に
は
、
以
上
の
「
伊
達
家
文
庫
」
所
蔵
の

虎
門
の
著
作
に
加
え
、
前
出
の
「
田
村
家
文
書
」
所
収
「
献
納
書
籍
目
録
」

に
も
『
四
書
摘
疏
』『
大
學
摘
疏
』『
論
語
摘
疏
』
の
書
名
が
見
ら
れ
る
如

く
、
虎
門
の
著
作
が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
虎
門
に
関
連
が
考

え
ら
れ
る
書
籍
と
し
て
「
伊
達
家
文
庫
」
に
は
、
新
井
白
蛾
の
易
に
関
す

る
著
作
『
古
易
斷
時
言
』『
増
初
定
本
易
學
小
筌
』『
鼇
頭
定
本
易
學
小
筌
』

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
虎
門
は
『
五
行
易
指
南
』（
文
化
十
三

年
刊
）『
推
命
書
』（
天
保
二
年
刊
）
な
ど
の
著
作
で
著
名
で
あ
り
、
後
世

へ
の
影
響
も
大
き
い
。
虎
門
の
易
学
は
方
術
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
虎
門
が
『
五
行
易
指
南
』
に
、

余
既
述
斯
篇
、
偶
得
白
蛾
先
生
所
著
易
學
小
筌
。
僅
僅
一
小
巻
。
取
而

閲
之
、
其
於
占
法
、
釣
深
闡
幽
、
殆
極
其
薀
。
固
非
吾
儕
淺
末
所
敢
及

也
。
蓋
予
於
易
象
之
説
、
固
嘗
推
先
生
、
爲
本
邦
第
一
矣
。（
巻
三
）

と
あ
る
如
く
、
占
法
に
於
け
る
白
蛾
の
功
績
に
言
及
し
て
い
る
。「
伊
達

家
文
庫
」
に
は
こ
の
ほ
か
、
易
関
係
の
書
籍
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、

白
蛾
の
著
作
を
含
め
て
こ
れ
ら
の
書
籍
の
存
在
も
虎
門
の
影
響
と
見
て
大

過
あ
る
ま
い
。

上
述
し
て
き
た
如
く
、
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
郷
学
日
就
館
の
蔵
書
は
二

件
の
献
納
と
現
在
の
「
伊
達
家
文
庫
」
に
よ
っ
て
復
元
が
可
能
で
あ
る
。

郷
学
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
水
戸
藩
の
郷
学
蔵
書
が
現
在
に
伝
わ
る
が
、
亘

理
伊
達
家
お
よ
び
郷
学
日
就
館
の
蔵
書
も
そ
れ
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
全

容
を
示
し
て
い
る
。武
士
階
層
の
教
養
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
と
き
、

こ
れ
ら
の
書
籍
は
そ
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

「
伊
達
家
文
庫
」
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
訂
正
五
経
』『（
訂
正
）

四
書
集
註
』『
小
学
本
註
』『
通
書
』
な
ど
の
養
賢
堂
刊
本
や
後
藤
芝
山
点

『
音
訓
五
経
』
な
ど
の
書
籍
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
比
し
て
崎
門
学
派

の
書
籍
の
占
め
る
割
合
は
大
き
い
。
そ
こ
で
、
次
節
に
於
い
て
は
、
亘
理

郷
学
日
就
館
の
学
問
と
崎
門
学
派
の
関
係
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

三
、
郷
学
日
就
館
と
崎
門
学
派

亘
理
要
害
（
要
害
屋
敷
、
臥
牛
城
と
も
い
う
）
に
設
け
ら
れ
た
郷
学
日

就
館
は
、
仙
台
藩
の
郷
学
に
於
い
て
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
創
建
の
岩



出
山
有
備
館
に
次
い
で
古
く
、
そ
の
創
建
は
明
和
、
安
永
年
間
（
一
七
六

四
〜
一
七
八
〇
）
に
遡
る
。
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
に
は

そ
の
郷
学
と
し
て
の
体
制
を
整
え
た
と
さ
れ
、
十
二
代
当
主
伊
達
宗
恒
お

よ
び
そ
の
父
宗
賀
に
至
っ
て
、
仙
台
よ
り
崎
門
学
派
の
道
統
を
継
ぐ
桜
田

虎
門
を
招
聘
し
て
日
就
館
の
学
事
の
一
切
を
委
ね
た
と
い
う
（
16
）

。
そ
の
日
就

館
と
い
う
名
称
は
『
詩
経
』
周
頌
・
閔
予
小
子
之
什
・
敬
之
篇
「
日
就
月

將
、
學
有
緝
煕
于
光
明
」（「
日
に
就な

り
月
に
將お

こ

ひ
、
學
ん
で
光
明
に
緝
煕

す
る
こ
と
有
ら
ん
」）
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
に
於
い
て

は
、
崎
門
学
派
と
日
就
館
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
主
に
桜
田
虎
門
を
中

心
に
「
伊
達
家
文
庫
」
お
よ
び
周
辺
史
料
か
ら
考
察
を
加
え
る
。

仙
台
藩
に
於
い
て
は
、
江
戸
前
期
、
崎
門
学
派
の
学
問
が
盛
ん
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
山
崎
闇
斎
に
学
ん
だ
遊
佐
木
斎
が
四
代
藩
主
伊
達
綱
村

に
儒
臣
と
し
て
近
侍
し
て
以
来
、
そ
の
門
下
か
ら
藩
教
学
を
推
進
す
る
人

物
を
輩
出
し
た
。
元
文
元
年
に
創
立
さ
れ
た
藩
校
（
明
和
九
年
に
養
賢
堂

と
改
名
）
は
、
初
代
高
橋
玉
斎
、
二
代
高
橋
周
斎
、
三
代
田
辺
楽
斎
と
歴

代
の
学
頭
（
初
代
、
二
代
ま
で
は
養
賢
堂
主
立
と
称
す
る
）
が
崎
門
学
派

の
道
統
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
文
化
七
年
、
虎
門
と
同
じ

く
志
村
東
嶼
門
下
で
あ
り
、
の
ち
に
昌
平
黌
に
学
ん
だ
大
槻
平
泉
が
養
賢

堂
四
代
学
頭
に
就
任
し
て
、
大
学
頭
林
述
斎
の
指
導
の
も
と
学
制
の
刷
新

を
企
て
た
。虎
門
は
そ
の
改
革
に
真
っ
向
か
ら
反
対
し
た
が
時
宜
を
得
ず
、

養
賢
堂
を
辞
し
て
野
に
下
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
彼
は
学
塾
教

学
書
院
を
開
い
て
門
弟
の
教
育
と
著
述
に
専
念
す
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
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に
日
就
館
に
招
か
れ
て
、
そ
の
学
事
を
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
伊
達
家
文
庫
」
に
は
、
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
虎
門
の
講
案
の
一
部

や
、
そ
の
主
著
で
あ
る
『
論
語
摘
疏
』『
孟
子
摘
疏
』『
大
學
摘
疏
』『
中

庸
摘
疏
』
が
闕
本
な
が
ら
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
虎
門
の

著
作
に
加
え
、
山
崎
闇
斎
の
校
刻
訓
点
本
や
編
次
書
な
ど
、
浅
見
絅
斎
・

三
宅
尚
斎
・
佐
藤
直
方
・
若
林
強
斎
や
仙
台
崎
門
学
派
の
遊
佐
木
斎
・
桑

名
黙
斎
の
講
義
聞
書
や
筆
記
の
如
き
崎
門
学
派
の
書
籍
が
多
く
残
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
は
、
虎
門
が
日
就
館
に
於
い
て
学
事
を
司
っ
た
こ

と
の
具
体
的
な
表
れ
と
し
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。換
言
す
る
な
ら
ば
、

藩
校
養
賢
堂
の
学
問
か
ら
崎
門
学
派
が
一
掃
さ
れ
た
こ
の
時
期
に
、
亘
理

に
於
い
て
は
虎
門
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
崎
門
学
派
の
学
問
が
根
付
き

始
め
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
虎
門
に
は
「
鼓
缶
子
年
譜
」
と
い
う
自
筆
年
譜
が
あ
る
が
、

天
保
五
年
よ
り
没
年
の
同
十
年
に
至
る
最
晩
年
六
年
間
の
記
載
が
な
く
、

さ
ら
に
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
日
就
館
に
関
す
る
記
述
自
体
も
「
鼓
缶
子
年

譜
」
に
一
切
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
両
者
の
関
係
を
考
え
る
上
で
些
か

不
自
然
な
感
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
上
述
し
た
「
伊
達
家
文
庫
」
所
蔵

の
『
論
語
摘
疏
』
の
う
ち
一
冊
に
亘
理
家
家
臣
村
山
元
孝
が
虎
門
よ
り

『
論
語
摘
疏
』
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を
筆
写
し
た
際
の
奥
書
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、

右
摘
疏
二
十
篇
從
天
保
四
年
初
冬
寫
始
、
天
保
七
年
初
冬
上
旬
、
以
初

學
餘
力
遂
寫
終
之
者
也
。
此
□
者
予
從
櫻
田
先
生
借
用
而
寫
之
者
也
。
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論
語
二
十
篇
合
而
爲
四
冊
。
寫
中
多
誤
字
。
讀
者
可
察
之
也
。
村
山
敬

齋
元
孝
時
十
七
歳

と
あ
り
、
天
保
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
四
年
間
、
村
山
元
孝
が
虎
門
よ

り
『
論
語
摘
疏
』
を
借
り
受
け
、
そ
れ
を
筆
写
し
た
と
記
す
の
で
あ
る
。

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
右
の
期
間
、
虎
門
が
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
日
就
館

と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
で
は
、
如
何

な
る
理
由
で
「
鼓
缶
子
年
譜
」
に
そ
の
記
載
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

上
述
し
た
如
く
、
仙
台
藩
は
藩
校
養
賢
堂
に
於
い
て
昌
平
黌
出
身
の
大

槻
平
泉
の
も
と
で
学
制
改
革
を
行
い
、
以
後
、
幕
末
に
至
る
ま
で
そ
の
方

針
は
堅
持
さ
れ
続
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の
学
制
改
革
に
際
し
て
、
そ
れ
に

真
っ
向
か
ら
反
対
し
て
下
野
し
た
虎
門
は
、
自
己
の
主
張
を
よ
り
鮮
明
に

す
る
た
め
を
門
弟
た
ち
と
結
社
碑
を
建
て
る
な
ど
の
反
抗
的
な
行
動
を
行

い
、
藩
当
局
か
ら
そ
の
石
碑
の
撤
去
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
（
17
）

。
す
な
わ
ち
、

斎
藤
悳
太
郎
が
、

（
欽
齋
は
）
平
泉
と
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
、
事
事
に
支
吾
軋
轢
を
繰

返
し
、
平
泉
の
學
務
事
務
を
阻
ま
ん
と
し
て
種
種
の
手
段
を
用
ゐ
た
の

で
あ
っ
た
。（
中
略
）
つ
い
に
徒
を
結
ん
で
平
泉
の
排
擠
に
熱
中
し
、

天
神
社
に
結
社
の
碑
を
建
て
、
碑
面
に
誓
盟
文
と
同
盟
者
の
姓
名
を
刻

ん
で
阻
碍
し
た
。（
中
略
）
欽
齋
は
こ
れ
が
た
め
に
藩
當
局
の
忌
諱
に

觸
れ
て
幽
閉
せ
ら
れ
、
件
の
碑
石
ま
た
程
な
く
除
き
去
ら
れ
て
一
味
の

徒
は
み
な
壊
滅
四
散
し
た
。

と
言
う
如
く
で
あ
る
（
18
）

。
虎
門
が
実
際
に
幽
閉
さ
れ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
虎
門
お
よ
び
そ
の
門
弟
た
ち
は
仙
台
藩
に
と
っ
て
厄
介
者
で
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。「
鼓
缶
子
年
譜
」
に
於
け
る
最
晩
年
の
空

白
期
間
と
は
、
斯
く
の
如
き
行
動
の
す
ぐ
の
ち
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
虎

門
が
亘
理
伊
達
家
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
時
期
に
相
応
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
年
譜
の
空
白
期
間
お
よ
び

亘
理
伊
達
家
に
対
す
る
一
切
の
記
述
が
な
い
こ
と
は
恣
意
的
な
も
の
、
す

な
わ
ち
、
虎
門
の
亘
理
伊
達
家
に
対
す
る
配
慮
が
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
亘
理
伊
達
家
が
上
述
の
如
き
行
動
を
起
こ
し
た
人
物

を
招
き
、
藩
校
の
教
学
方
針
と
異
な
っ
た
学
問
を
郷
学
日
就
館
に
於
い
て

教
授
さ
せ
た
意
図
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
虎
門
の
側
か
ら
見
れ
ば
、

斯
く
の
如
き
苦
境
の
さ
な
か
に
於
い
て
、
亘
理
伊
達
家
は
自
身
の
学
問
の

庇
護
者
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
庇
護
に
応
え
る
形
で
亘
理
に
於
け
る

自
身
の
行
動
の
一
切
を
年
譜
に
記
す
こ
と
を
控
え
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

本
節
に
於
い
て
は
、
郷
学
日
就
館
と
崎
門
学
派
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

を
加
え
て
き
た
が
、
そ
の
縁
を
結
ん
だ
人
物
は
桜
田
虎
門
で
あ
っ
た
。
虎

門
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
宮
城
県
図
書
館
お
よ
び
東
北
大
学
附
属

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
網
羅
的
で
は
な
く
、
こ
の
「
伊
達
家
文
庫
」

が
所
蔵
す
る
著
作
に
よ
っ
て
そ
の
闕
を
補
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
し

て
、
亘
理
伊
達
家
お
よ
び
日
就
館
の
蔵
書
形
成
に
つ
い
て
も
虎
門
が
果
た

し
た
役
割
が
些
か
な
り
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
江
戸
前
期
、
仙
台
藩
に

於
い
て
隆
盛
を
誇
っ
た
崎
門
学
派
の
学
問
が
桜
田
虎
門
を
通
じ
て
亘
理
伊



達
家
お
よ
び
日
就
館
に
伝
わ
り
、
そ
の
折
り
に
伝
わ
っ
た
書
籍
が
一
部
分

な
が
ら
も
「
伊
達
家
文
庫
」
と
し
て
現
在
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
む
す
び

仙
台
藩
に
於
い
て
北
海
道
移
住
を
出
願
し
て
許
可
さ
れ
た
も
の
は
、
亘

理
伊
達
家
の
ほ
か
、
角
田
石
川
家
、
白
石
片
倉
家
、
岩
出
山
伊
達
家
、
涌

谷
亘
理
家
、
宮
床
伊
達
家
で
あ
る
が
、
主
従
そ
ろ
っ
て
の
移
住
に
よ
っ
て

成
功
を
収
め
た
も
の
は
亘
理
伊
達
・
白
石
片
倉
・
岩
出
山
伊
達
の
三
家
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
岩
出
山
伊
達
家
は
当
別
に
移
住
し
た
が
、
そ
の
血

縁
を
岩
出
山
に
残
し
て
の
移
住
で
あ
っ
た
。
そ
の
岩
出
山
の
郷
学
有
備
館

は
、
前
述
の
如
く
、
仙
台
藩
に
於
い
て
創
建
が
も
っ
と
も
古
く
、
学
問
が

盛
ん
で
あ
っ
た
土
地
で
あ
っ
た
が
、
当
主
伊
達
邦
直
も
実
兄
で
あ
る
伊
達

邦
成
と
同
じ
よ
う
に
北
海
道
移
住
の
際
に
そ
の
蔵
書
の
多
く
を
持
参
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
蔵
書
は
そ
の
他
の
寄
託
書
籍
・
文
書
と
と
も
に
、

現
在
、
当
別
伊
達
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
（
19
）

、
そ
の
う
ち
、
江
戸
儒

学
書
に
限
れ
ば
、『
四
書
』
や
『
五
経
』
の
一
部
、『
朱
子
語
類
』、『
朱
子

文
集
』
な
ど
（
い
ず
れ
も
闕
本
）
の
ほ
か
、
崎
門
学
派
、
と
く
に
山
崎
闇

斎
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
著
書
で
は
『
文
會
筆
録
』

（
闕
本
）、
校
刻
訓
点
で
は
『
中
庸
章
句
』『
中
庸
或
問
』『
易
経
本
義
』

（
繋
辭
傳
上
下
巻
）『
朱
子
訓
子
帖
』、
編
次
書
で
は
『
朱
子
抄
略
』（
上
下

巻
）『
程
書
抄
略
』（
上
巻
）『
大
學
啓
発
集
』（
六
巻
序
例
一
巻
　
鮎
田
氏
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旧
蔵
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
浅
見
絅
斎
『
靖
獻
遺
言
』（
巻

七
・
八
）
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
書
籍
の
存
在
は
、
亘
理
伊
達
家
の
崎

門
関
係
書
籍
と
同
じ
く
、
岩
出
山
伊
達
家
の
蔵
書
を
特
色
付
け
る
も
の
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
仙
台
藩
と
崎
門
学
派
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
良
い
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
崎
門
の
著
作
が
岩
出
山
伊
達
家
に
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯

は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
推
測
す
る
に
、
遊
佐
木
斎
門
下
の
佐
久
間
洞
巌

が
有
備
館
開
学
当
初
（
元
禄
年
間
）
に
賓
師
と
し
て
招
か
れ
て
お
り
、
そ

の
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
亘
理
伊
達
家
と
は

異
な
り
、
岩
出
山
伊
達
家
に
崎
門
三
傑
や
仙
台
崎
門
派
の
講
義
聞
書
な
ど

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
、
両
家
に
於
け
る
崎
門
学
派
の
学
問
の
隆

盛
期
、
す
な
わ
ち
そ
の
蔵
書
形
成
時
期
の
違
い
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
天

保
期
に
桜
田
虎
門
に
よ
っ
て
崎
門
の
学
問
が
も
た
ら
さ
れ
た
亘
理
伊
達
家

と
元
禄
期
に
佐
久
間
洞
巌
に
よ
る
岩
出
山
伊
達
家
と
い
う
状
況
の
違
い
に

基
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
岩
出
山
伊
達
家
旧

蔵
書
と
併
せ
て
改
め
て
再
論
し
た
い
。

小
論
に
於
い
て
は
、「
伊
達
家
文
庫
」
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
巻
く
郷
学

日
就
館
の
学
問
に
つ
い
て
、江
戸
儒
学
と
の
関
係
か
ら
紹
介
を
試
み
た
が
、

そ
れ
は
ご
く
一
部
に
し
か
過
ぎ
ず
、「
伊
達
家
文
庫
」
に
は
当
時
の
武
士

層
の
教
養
形
成
、
た
と
え
ば
、
武
道
や
諸
芸
、
和
歌
、
礼
儀
作
法
な
ど
、

当
時
の
武
士
た
ち
の
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を
知
る
上
で
貴
重
な

書
籍
や
文
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
整
理
と
適
切
な
保

存
が
望
ま
れ
る
。
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（
１
）

伊
達
市
教
育
委
員
会
『
伊
達
市
開
拓
記
念
館
所
蔵

伊
達
家
文
庫
目
録
』

（
昭
和
五
十
五
年
）
な
お
、
現
在
、「
伊
達
家
文
庫
」
は
伊
達
市
噴
火
湾
文

化
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）

亘
理
伊
達
家
の
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
は
、
榎
本
守
恵
『
侍
た
ち
の
北

海
道
開
拓
』（
北
海
道
新
聞
社
　
平
成
五
年
）、
伊
達
宗
達
・
伊
達
君
代

『
仙
台
藩
最
後
の
お
姫
さ
ま
　
北
の
大
地
に
馳
せ
た
夢
』（
人
物
往
来
社

平
成
十
六
年
）
お
よ
び
『
新
稿
伊
達
町
史
』（
渡
辺
茂
編
著
　
上
巻
　
三

一
書
房
　
昭
和
四
十
七
年
）、『
亘
理
町
史
』（
上
巻
　
亘
理
町
史
編
纂
委

員
会
　
昭
和
五
十
年
）
を
参
照
し
た
。

（
３
）
「
伊
達
家
文
庫
」
所
蔵
の
書
籍
は
蔵
書
印
の
捺
印
が
少
な
く
、
亘
理
伊

達
家
蔵
書
と
日
就
館
蔵
書
を
区
別
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
た

め
、
小
論
に
於
い
て
は
両
者
を
一
括
し
て
扱
っ
た
。

（
４
）

結
城
陸
郎
『
足
利
学
校
の
教
育
史
的
研
究
』（
第
一
法
規
出
版
社
　
昭

和
六
十
二
年
）
五
三
九
頁
以
下
を
参
照
。

（
５
）

書
状
は
『
近
代
足
利
市
史
　
五
』（
足
利
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
昭
和

五
十
四
年
　
九
九
三
頁
）
、
鈴
木
喜
六
「
足
利
学
校
と
亘
理
日
就
館
」

（『
郷
土
「
わ
た
り
」』
第
二
十
三
号
　
昭
和
四
十
二
年
）、
前
掲
注
（
２
）

『
亘
理
町
史
』（
上
巻
　
四
七
六
頁
　
鈴
木
「
足
利
学
校
と
亘
理
日
就
館
」

の
転
載
）
に
、
ま
た
、
書
状
控
え
が
結
城
前
掲
注
（
４
）
五
六
六
頁
に
収

録
さ
れ
て
い
る
。
両
者
に
は
字
句
の
異
同
が
若
干
あ
る
が
、
そ
の
主
旨
は

変
わ
り
な
い
。
小
論
で
は
『
近
代
足
利
市
史
　
五
』
に
よ
っ
た
。
な
お
、

書
状
お
よ
び
同
控
え
と
も
、
現
在
、
そ
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

（
６
）

結
城
前
掲
書
注
（
４
）。

（
７
）

結
城
前
掲
書
注
（
４
）

五
六
六
頁
。

（
８
）

伊
達
他
前
掲
書
注
（
２
）
は
田
村
顕
允
に
よ
る
邦
成
へ
の
北
海
道
移
住

の
献
策
を
明
治
二
年
五
月
の
こ
と
と
す
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

両
者
を
直
接
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
一
層
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

（
９
）

長
澤
規
矩
也
「
足
利
學
校
藏
書
の
集
散
に
つ
い
て
（
下
ノ
二
）」（『
長

澤
規
矩
也
著
作
集
』第
二
巻
　
汲
古
書
院
　
昭
和
五
十
七
年
　
三
四
五
頁
）

を
参
照
。

（
10
）

伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
が
所
蔵
す
る
複
写
に
よ
る
。

（
11
）

榎
本
前
掲
書
注
（
２
）

六
五
頁
。

（
12
）

二
松
学
舎
大
学C

O
E

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠

点
の
構
築
」
で
公
開
し
て
い
る
「
日
本
漢
文
文
献
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

（h
ttp
://w

w
w
.n
ish
og
ak
u
sh
a-coe.n

et/d
atab

ase/

）
で
は
、
現
在
、

公
開
非
公
開
を
含
め
て
「
伊
達
家
文
庫
」
所
蔵
の
百
四
十
三
部
の
書
籍
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）

山
崎
闇
斎
点
「
五
経
」
も
闕
本
な
が
ら
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
門
人
雲

川
弘
毅
の
訓
点
を
書
肆
が
山
崎
点
と
表
題
し
て
販
売
し
た
も
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
「
闇
斎
先
生
著
書
解
説
」（『
山
崎
闇
斎
全
集
』
第
五
巻
所
収

ぺ
り
か
ん
社
　
昭
和
五
十
三
年
）
を
参
照
。

（
14
）

仙
台
藩
の
学
問
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
平
重
道
「
仙
台
藩
儒
学
史
」

（『
宮
城
縣
史
』
十
二
　
学
問
宗
教
編
所
収
　
昭
和
三
十
七
年
）
を
参
照
し

た
。
ま
た
、
遊
佐
木
斎
に
つ
い
て
は
、
高
梁
美
由
紀
「
崎
門
学
者
・
遊
佐

木
斎
の
思
想
」（
渡
辺
信
夫
編
『
宮
城
の
研
究
』
第
五
巻
　
清
文
堂
　
昭

和
五
八
年
）
が
あ
る
。

（
15
）
（『
仙
台
叢
書
』
第
七
巻
　
昭
和
四
十
七
年
　
復
刻
版
　
宝
文
堂
出
版
販

売
）
所
収
。
ま
た
、『
鼓
缶
子
文
草
』
巻
三
（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
十
四

巻
　
昭
和
四
十
六
年
　
復
刻
版
　
鳳
出
版
）
に
も
所
収
。

（
16
）

前
掲
注
（
２
）『
亘
理
町
史
』
四
七
三
頁
。
な
お
、『
宮
城
縣
史
』（
十

一
　
教
育
編
　
昭
和
三
十
四
年
　
六
四
頁
）
は
虎
門
の
招
聘
を
九
代
邑
主

村
好
の
寛
政
年
間
と
す
る
。

（
17
）

若
林
友
輔
「
結
社
誓
辭
由
來
」（『
仙
台
叢
書
続
刊
』

昭
和
十
一
年

仙
台
叢
書
刊
行
会
）
を
参
照
。

（
18
）
『
史
談
　
藩
学
と
士
風
　
―
二
十
六
大
藩
』（
昭
和
十
九
年
初
版
　
東
洋



書
院
　
昭
和
五
十
一
年
）
六
九
二
頁
。

（
19
）

当
別
教
育
委
員
会
『
当
別
伊
達
記
念
館
所
蔵
　
書
籍
文
書
等
目
録
』

（
第
１
集
　
平
成
４
年
　
第
２
集
　
平
成
６
年
）

小
論
で
紹
介
し
た
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
所
蔵
「
伊
達
家
文
庫
」
は
、

二
松
学
舎
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
漢
文
学
研
究
の
世
界
的
拠
点
の
構

築
」
に
於
け
る
漢
文
文
献
の
所
在
地
調
査
の
過
程
で
知
り
得
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
の
ち
、
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
、
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
お
よ
び
仙

台
市
に
於
い
て
調
査
を
行
い
、
今
回
、
小
論
を
公
表
す
る
に
至
っ
た
。
調
査
に

際
し
て
、
伊
達
市
噴
火
湾
文
化
研
究
所
お
よ
び
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
よ
り
文

献
の
閲
覧
や
撮
影
等
の
格
段
の
ご
配
慮
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
申
し

上
げ
る
。
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仙台藩亘理伊達家の蔵書と郷学日就館
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日本漢文学研究２

足利学校所蔵『禮記』

日就館蔵書印（『禮記』）
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仙台藩亘理伊達家の蔵書と郷学日就館

日就館蔵書印（『大學或問』） 足利学校所蔵『大學或問』

伊達家文庫蔵『絅齋先生近思録講義』伊達家文庫蔵『木齋先生講筵　中和集説講義』
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日本漢文学研究２

伊達家文庫所蔵『論語摘疏』 伊達家文庫所蔵『気質本然性辨』

伊達家文庫所蔵『孟子摘疏』伊達家文庫所蔵　桜田虎門自筆講義稿本


